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これと同じ陳情を令和５年６月議会に提出して結果は不採択で

したが、その理由に対して全面的に異議があり、市民の代表、代弁

者である議員、議会が市民目線に欠け、至らない行政の代弁をして

いると思える、事実に反するような不採択理由です。不採択理由の

司法の判断とは言ってもその判断が出る当ても全くなく、本市にも

重大な責任があるというのは事実誤認については、担当部署がはっ

きり行政にも責任があると言っており、委員会が事実誤認をしてい

る、組合解散から大規模開発移行についてはあくまでも考え方の方

向性であり、組合としてその技量も知識もないと思われ、いつ解散

できるのかでなく、解散ができないでいるものと思われる。ついて

は、以下に同じ内容を陳情いたします。 

この事業に関係して、なぜか４件の訴訟が新潟地方裁判所に提訴

されています。この事業について、担当課に情報公開請求をして 700

枚ほどの文書を調べてみました。その結果分かったことは、現実は

数年間何の事業の進展もなく、今のところその解決策も見いだせず

事業が滞っているようです。一番困っているのは土地区画整理組合

で、このことは事業の許認可をした行政の新潟市にも責任があって

担当課も困っているようです。 

そして令和４年12月議会に標題のとおり陳情しましたが、結果は

不採択でした。議会事務局への不採択理由の照会に対して、議長か

らの回答文書では、当該組合と秋葉区建設課は、既に何度も協議を

重ね、当該組合は解散に向けた動きがある一方で、大規模開発への

移行については区役所が大きく関わっており、あえて議会として何

らかの動きを取る必要はないものと考えるとの意見があり、採決の

結果不採択になったと記載されています。 
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しかし、私が情報公開請求で文書を調べても、さらに担当課に聞

いてみても、現状での表向きは不採択理由のとおりに見えても、現

実は、裁判所には当該組合及び関係した業者が互いに原告と被告の

ような関係の訴訟が４件提訴されており、当該組合の解散も大規模

開発への移行も全く見通しもないことで、前記のとおり今のところ

は何の解決策も見いだせず事業が滞っている状況と思われます。  
以上により、下記のとおり陳情いたします。  

 
記  

 
１ 環境建設常任委員会は、直接土地区画整理組合員に会って実際

の状況を自身と一緒に確認すること。  
 
２ 議会も行政共々この滞っている土地区画整理事業の最善の解

決策、最良の方策を見いだす努力をすること。  
 
 


